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第３学年 社会科学習指導案

指導者

１ 単元名

～博多の心を届ける○○○せんぺい～

工場で作られるもの

２ 指導観

こんな子どもたちだから
○ ○○○煎餅は，福岡の人々にとっては馴染み深いお菓子で，アンケートでも子どもたちの 86％が「知

っている」と答えた。その成り立ち，にわかの意味などには関心をもってきている。 (意欲・関心)

○ 子どもたちは学習してきて分かった事実をもとに自分の考えをマップに表したり，それをもとに聴

き合い活動をしたりしてきている。ポートフォリオを活用して振り返ったり，地図資料を関連付けて

読み取ったりすることが少しずつできるようになってきている。 (学び方)

○ 前単元「福岡市のようす」の学習を通して，福岡市の人々の生活は自然環境や交通の様子と深い関

係にあることや場所によって違いがあることを理解してきている。 (認識)

こんな手立てで（方法）
○つかむ段階では

学習問題をもとに自分なり

の課題を把握する聴き合い活

動を設定する。○○○煎餅を

作り続けるＴさんの姿を通し

て福岡市の生産や販売の様子

を学び，なぜ○○○煎餅が

100 年以上も作られているのか疑問をもたせ

る。そのために，様々な要因から考えの違い

を比べたり，友達との意見交換によって自分

の課題を持ったり見学の調べる方法を決めた

りする。

○さぐる段階では

自分の課題に沿って追究し，考えマップに

整理する聴き合い活動を設定する。

また，考えを整理して表現物に表したり資

料をもとに自分の考えと根拠とのつながりを

練り上げたりする。

○あらわす段階では

表現物をもとに，互いの考えの共通点から自

分の考えを見直す聴き合い活動を設定する。

ポートフォリオを活用して自己評価をした

り，2 つの考えの共通点から自分の考えを見

直したりして，学習問題についての自分の見

方・考え方の変容を振り返り，福岡市の生産・

販売の様子を自分たちの生活とつないで考え

る。

目指す子どもの姿
◎ 福岡の銘菓である○○○煎餅を作り続けるＴさんの姿を通して，福岡市の生産や販売の様子に関心を
もち，それらと他地域とのかかわりなどを意欲的に調べることができる。 （意欲・関心）

◎ 福岡市の生産や販売の様子について，見学したり，資料を調べたりして，事実をもとに追究・整理し，
フリップなどの表現物をもとに効果的に聴き合うことができる。 （学び方）

◎ ○○○煎餅工場の見学や聴き合い活動を通して，工場の人々の努力や工夫が自分たちの生活に結びつ
いていること，広く他地域ともかかわりがあることを理解することができる。 （認識）

こんな教材を使って

○単元のねらい

本単元は，「自分たちの生活を支える福岡市

の生産や販売について，その仕事の特色や他の

地域とのかかわりなどを見学・調査したりして

調べ，それらの仕事に携わっている人々の工夫

や他地域とのつながりを考えるようにするこ

と」をねらいとしている。

○学習指導要領への意義

工場の仕事について，原材料の入手，生産の

およその工程，製品の販売の工夫，働く人の様

子などを調べたり，また，地域の人々の生産の

仕事が原材料や商品の入手，生産物の出荷など

様々な面で国内の他地域などとのかかわりが

あることを調べたりする。そのために

① 福岡の街に根付いた郷土銘菓である○○

○煎餅を取り上げる。

② ○○○煎餅の工場や店舗を実際に見学し，

生産の工程やそこで働く人々の姿を見るこ

とで人々の工夫や努力について考える。

このような教材を取り上げることは，福岡市

には生産や販売に関する仕事があり，それらは

自分たちの生活を支えていることを具体的に

理解できるという点で価値高いと考える。

○テーマへの意義

○○○煎餅を作るＴさんの姿を通して共感

的に学ぶことは，聴き合い活動への意欲を増

し，考える力を身に付け豊かな学びをつくる子

どもを育成する上で意義深いと考える。

Ｔ(ＧＴ)さん
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３ 単元カリキュラム
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次単元

・博多にわかの伝

統を伝えていきた

いから

・地元で取れた原

材料を使っておい

しいものを届けた

いから

○主な聴き合い活動

学習問題「Ｔさんがこだわりをもって○○

○せんぺいを作り続けているのはなぜだろ

う。」について聴き合い，友達の考えのよさ

を受け入れることで，地域には生産や販売の

仕事があり，それらは自分たちの生活を支え

ていること，その特色を国内の他地域とのか

かわりと関連付けて考えを見直している。

○主なポートフォリオ評価

これまでの自分たちの考えをポートフォ

リオをもとに想起し，福岡市の生産や販売の

様子について自分の考えに気付いたり，考え

の変容を振り返ったりして，友達と聴き合い

活動をしながら考えを見直している。

・○○○

煎餅のパ

ッケージ

（②）

・博多に

わか振興

会とのつ

な が り

（③）

・○○○

煎餅の包

紙（④）

・色々な

顔（⑤）

・博多盆

にわか大

会のパン

フレット

（①）

・高木さ

んの話

・東雲堂の

ポスター

(⑥)

・守り続け

られてい

る昔なが

らの工程

(⑦)

・筑紫平野

の小麦(⑧)

・職人によ

る手焼き

の製法(⑨)

・色々な味

(⑩)

・筑紫平野

と福岡市

の位置関

係

・Ｔさんの

話

〈根拠〉 〈根拠〉

社会科部テーマ

人物とのかかわりを通して考える力を育てる社会科学習

（考えＡの資料） （考えＢの資料）

資料⑧：筑紫平野の小麦

資料⑥：

お店のポス

ター

資料⑤：いろいろな顔

資料⑩：いろいろな味

資料⑨：手焼きによる製法

資料⑦：守り続ける工程資料①：博多盆

にわか大会パ

ンフレット

資料④：山笠をデザイン

した包紙

資料③：にわか振興会と

のつながり

資料②：○○○煎餅のパ

ッケージ
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４ 指導計画 (計１０時間＋見学２時間)

段

階
主な学習活動と内容

評価規準と子どもの姿

◇＝評価規準 ・＝意識

指導上の留意点と評価方法

○＝留意点 ◆＝評価方法

配

時

つ

か

む

１ 様々な事実と出会い，学習

問題をつくる。

(1) ○○○煎餅を紹介し，そ

の特徴や成り立ちについ

て話をする。

・古くから博多の郷土芸能と

して親しまれている博多

にわか

・博多にわかの半面をかたど

ったユーモアあふれる煎

餅

・創業100周年

・博多銘菓のランキングで常

に上位にランキングされ

る人気

(2) 学習問題をつくり，自分

の課題をもつ。

(3) 伝統を守りながら○○

○煎餅を作るＴさんに出

会う。

２ 聴き合い活動をし，課題を

明確にし，見通しをもつ。

(1) 学習問題について聴き

合い，課題を明確にする。

◇○○○煎餅の形や成り立

ちなどに関心をもっている。

・○○○煎餅は食べたことあ

るよ。

・博多にわかとは一体どんな

ものだろう。

・○○○煎餅は，いつ，だれ

が作ったんだろう。

・どうしてあんな形になった

のかな。

・どうして福岡の人々にこん

なに愛されているんだろう。

・図工で振興会の人たちと一

緒に博多にわかのお面づく

りをしたことがあるよ。

◇○○○煎餅が地元の人々

に愛されてきた理由を，2 つ

以上の側面から予想してい

る。

・

・○○○せんぺいには，どん

なこだわりがあるんだろう。

◇個人課題に取り組み，意欲

的に追究しようとしている。

○子どもたちが関心をもっ

て単元に入れるように，○○

○煎餅の箱を提示する。

《支援⑤⑥》

◆発言分析

○○○○煎餅の形やパッケ

ージから，Ｔさんがどのよう

な思いでこれを作っている

のか考えさせる。

《支援④⑥》

◆ポートフォリオ分析

○○○○煎餅の売り上げの

グラフを提示する。

《支援⑤⑥》

◆発言分析

○いくつかの視点を出させ

ながら学習問題をつくらせ

る。 《支援①④》

◆ポートフォリオ分析

○自分の考えをマップに書

かせ，組み立てながらも，根

拠とのつながりも発表させ

る。 《支援④⑨》

◆活動の様子の観察

１

１

１

▲包装紙の裏の方言集 ▲職人による手焼きの工程

学習問題：Ｔさんがこだわりを持って○○○せんぺいを作り

続けているのはなぜだろう。

〈子どもの予想〉

○博多にわかのよさを伝えていきたいから。（博多の心を広げたい）

○地元で採れたものを使い，たくさんの人においしいものを届けたいから。

【考えA】

・博多にわかの伝統を伝えて

いきたいから

【考えB】

・地元で取れた原材料を使

っておいしいものを届けた

いから

交流活動①

●全体

・相違点をもとに課題を明

らかにする聴き合い活動
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・学習経験・生活経験からの

予想。

(2) 調べる内容・方法を決め

学習計画を立てる。

３ 見学の視点を作り，見学に

行ったり，インターネットで

調べたりする。

(1) ○○○煎餅の工場を見

学する。

・焼上げの工程の様子

・出荷準備の様子

(2) インターネットで調べ

る。

・博多銘菓売上げランキング

・筑紫平野の小麦粉 等

４ 中間交流をする。

(1) 聴き合い活動をし，不十

分な点を聴き合う。

(2) フリップの整理をし，自

分の考えをまとめる。

５ 整理した考えをもとに学

習問題の答えを交流する。

○ 聴き合い活動をもとに，

友達の見方・考え方のよさ

を見付ける。

○ 共通点を見付ける。

学習問題

(2) 聴き合い活動をもとに，も

う一度自分の考えを見直す。

○ ２つの考えの共通点か

ら，もう一度学習問題の答

えをつくる。

６ 単元全体を振り返る。

○ 福岡市工場で作られる

ものについて作文を書く。

・ 作文「福岡市の工場で作

られるもの」

◇考えマップに自分の考え

を記入し分類している。

◇個人の課題に取り組み，意

欲的に追究しようとしてい

る。

・工場に行って，そこで働く

人々の姿を見たらＴさんが

○○○煎餅を作り続けるわ

けが分かるかもしれない。

・どんな工夫をして作ってい

るのだろう。

・○○○煎餅は地域の人々に

どう思われているのか調べ

てみよう。

・同じ考えのグループで友達

の意見を取り入れて，もっと

いい考えを組み立てよう。

・どんなふうにまとめると友

達にも分かりやすく伝わる

かな。

◇追究の内容と方法を振り

返っている。

・考えと根拠のつながりをし

っかり聴こう。

・意見のどんなところが違う

のだろう。

・○○さんの考えをもう少し

聴いてみたいな。

・自分の考えを「考えマップ」

に表している。

・考えのよさや共通点を見つ

けたよ。

・○○さんの考えは根拠との

つながりがよく分かるよ。

・○○さんのあの考えには納

得しました。

◇多面的に考えを見直そう

としている。

・友達の意見のいいところを

取り入れてもう一度学習問

題の答えを作ろう。

・わあ，こんなにたくさんの

銘菓がつくられているんだ。

○個に応じた追究を可能に

するために，視点別に内容や

方法を交流させる。

《支援①②》

◆ポートフォリオ分析

○自分の考えの根拠となる

事実を中心に集めさせる。

《支援①③》

◆ポートフォリオ分析

○グループで事前に交流さ

せ，全体発表に備えさせる。

《支援④⑤》

◆ポートフォリオ分析

○全体での聴き合いから，共

通点を考えさせる。

《支援①④》

◆ポートフォリオ・フリップ

分析

○発表の順序を考え，意図的

指名をする。 《支援②③》

◆発言分析

○考えが重なり合うところ

について考えさせる。

《支援⑧⑨》

◆考えマップ・発言分析

○学習問題に対する自分の

考えをつくらせる。

《支援⑦⑧》

◆自己評価カード分析

１

２

１

１

１

本

時

１

２

さ

ぐ

る

あ

ら

わ

す

交流活動②

●同質グループ

・不十分な点を補い，考

えを整理する聴き合い活

動

交流活動③

●異質グループ

・共通点をもとにして考

えを見直す聴き合い活動

＜共通点＞

地域の特色を大切にしなが

ら，○○○煎餅を作っている。

【考えＢ】

・地元でとれた

原材料を使っ

ておいしいも

のを届けたい

【考えＡ】
・博多にわ
かの伝統
を伝えて
いきたい



73

５ 本時

Ｔさんがこだわりをもって○○○煎餅を作り続けるわけについて，表現物をもとに聴き合う場面

(７/10)

６ 本時の目標

○ Ｔさんが作る○○○煎餅について見学などで調べたことをもとに，福岡市の生産の仕事に携わる人々

の工夫や，それらが自分たちの生活とつながっていること，国内の他地域ともかかわりがあることを理

解できる。 (学習指導要領から)

○ 聴き合い活動を通して，友達の見方・考え方のよさに気付き，○○○煎餅が100年以上も作られてい

るわけについて考えを見直すことができる。 (テーマから)

７ 本時の授業仮説

８ 本時指導の考え方

○本時のねらい

本時は，学習問題の答えについて，博多にわかの伝統・○○○煎餅の原材料や産地等の面から多面的

に考えることを通して，友達の見方・考え方のよさに気付き，福岡市の生産の仕事に携わっている人々

の工夫を考えることができるようになることをねらいとしている。その際，地産地消の考えについても

実感をもってつかませていきたいと考えている。

前時までに子どもたちは学習問題「Ｔさんがこだわりを持って，○○○煎餅を作り続けているのはな

ぜだろう。」について，自分の課題をもって，意欲的に追究し，Ｔさんの気持ちを想像しながら共感的

に調べてきている。子どもたちの考えは，【Ａ:博多にわかの伝統を伝えていきたいから】【Ｂ:地域で取

れた原材料を使っておいしいものを届けたいから】 の大きく２つに分かれており，事実をもとに表現

物に整理しまとめてきている。表現物には，主張点と根拠が分かりやすく並べられ，考えマップも補助

資料として準備している。

○交流活動の工夫について

お互いの考えを知り，考えの違いを把握する聴き合いや，お互いの考えのよさを知り，共通点から考

えの重なりを確かめる聴き合いをする。そうすることで，子どもが相互に違いを認めながらも，友達の

考えのよさに納得し，その考えを受け入れて自分の学習問題の答えをもう一度考え直すことを通して，

見方・考え方を深めることができると考える。

また，自分の考えを主張するときには，資料を提示しながら事実をもとに発言し，聴くときには「確

かめ」や「質問」をし，活発な聴き合い活動になるように仕組んでいきたい。

聴き合い活動の際には考えマップに友達の考えのよさを書き込ませ，聴き合い活動への期待や成就感，

また，自分の考えの深まりにも役立てていきたい。

○評価活動の工夫について

前時までの，それぞれの時間における考えを記録したポートフォリオを本時授業場面で活用し，自分

の考えの変容過程を振り返らせ，見方・考え方の変容を実感させることで，友達相互の聴き合いの中で

学習することへの価値をもたせたり，聴き合い活動での発表補助資料に役立てたりしていく。前時まで

に，自分の考えを表現したものをポートフォリオにまとめておき，考えマップを併用しながら，考えの

変容を自己評価カードに記入し発表させることで自尊感情を高めていきたい。

・規準に満たない子への支援

共通点が見付からない子どもには，Ｔさんの○○○煎餅に対する熱い気持ちに触れさせ，学習問題を

どんな視点で見直すとよいか考えたり，考えをつないでみたり，まとめてみたりさせる。また，写真資

料や地図資料をもとに具体的に考えさせるようにしていきたい。

９ 準備

○○○煎餅，にわかの面，販売マップ，フリップ，考えマップ，プロジェクター，ポートフォリオ，写真，

資料，自己評価カード，指示棒

自分の考えを再構成する聴き合い活動と自分の考えの変容を振り返るポートフォリオ評価活動を設定

すれば，福岡市の生産の仕事に携わっている人々の工夫や，それらが自分たちの生活とつながっているこ

と，国内の他地域ともかかわりをもっていることが理解し，○○○煎餅が100年以上も作られているわけ

について博多にわかの伝統・○○○煎餅の原材料や産地等の面から考えることができるであろう。
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１０ 本時の展開

学習活動と内容 教師の支援 評価基準 資料

１ これまでの学習を振り返り，本時

のめあてをつかむ。

２ 聴き合い活動をする。

(1) 全体で聴き合う。

(代表児童が提案する)

(2) グループで聴き合う。

○ 自分の考えと友達の考えを比較

する。

○ 友達の考えのよさを見つける。

(3) 考えマップに友達の考えのよさ

を書き込む。

３ 自己評価カードをもとに考えの変

容を発表する。

○ ポートフォリオを活用し，考え

の変容を振り返り，自己評価カー

ドに記入する。

４ 次時の学習を知る。

○ 自己評価カードをもとに，学習

問題について自分の考えを見直す

ことを伝える。

○本時のめあてを確

認し，学習の見通しを

もたせる。

○考えの違いがひと

目で分かるように板

書の構成を工夫する。

○写真資料や指示棒

などを用いて発表の

仕方を工夫すること

を伝える。

○考えと根拠の妥当

性を「考えのよさ」と

し，自分の考えを見直

させる。

○地産地消の考えで

○○○煎餅が生産さ

れていることに着目

させる。

○はじめの自分の考

えを振り返らせ，考え

の変容を中心に自己

評価カードに書かせ

る。

基準Ａ 基準Ｂ ○○○

煎餅の

実物

にわか

の面

販売マ

ップ(地

図資料)

工場見

学の時

の写真

考えマ

ップ

フリッ

プ

ポート

フォリ

オ

自己評

価カー

ド

・自分の考えを

筋道を立てて

発表し，表現方

法を工夫して

相手に分かり

やすく伝えて

いる。

・自分の考えを

筋道を立てて

発表し，表現方

法を工夫して

相手に分かり

やすく伝えて

いる。

・学習問題の答

えについて 2

つ以上の観点

から自分の考

えをポートフ

ォリオなどを

活用しながら

振り返ってい

る。

・自分の考え

を筋道を立て

て発表し，表

現方法を工夫

して相手に伝

えている。

・自分の考え

を筋道を立て

て発表し，表

現方法を工夫

して相手に伝

えている。

・学習問題の

答えについ

て，自分の考

えをポートフ

ォリオなどを

活用しながら

振り返ってい

る。

学習問題：Ｔさんがこだわりをもって，○○○せんぺいを作り続けるのはなぜだろう。

基準Ｂに達しない子への支援

・どんな視点で見直すとよい

か考えさせる。

・考えをつないでみたり，ま

とめてみたりする。

本時のめあて：Ｔさんがこだわりをもって，○○○せんぺいを作り続けるわけについて聴き合

い，友達の考えのよさを見つけ自分の考えを見直そう。

＜共通点＞

・福岡という地域の特色を大切にしながら，せんぺいを作り

続けている。

・意欲的に聴き合いをしよう

と，本時の交流への気持ちを

高めている。

＜本時で目指す子どもの姿＞

私は，Ｔさんが○○○煎餅を作り続けるのは，博多にわ

かの伝統を伝えたいからと考えていたけど，○○くんの考

えを聴いて，「地元の素材」もＴさんが○○○煎餅を作り続

ける理由だと納得しました。○○○煎餅に地域の特色がい

っぱいつまっていると思いました。その考えを取り入れて

もう一度学習問題の答えをつくりたいと思います。

【考えＡ】

・博多にわかの伝統を

伝えていきたいから。

【考えＢ】

・地元で取れた原材料を使い，

おいしいものを届けたいから。

《根拠の例》

・○○○煎餅の形とﾎﾟｽﾀｰ

《根拠の例》

・○○○煎餅の原材料と産地

基準Ｂに達しない子への支援

・友達の考えのよさとはじめ

の自分の考えを振り返らせ，

考えが変容した点をとらえさ

せる
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